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青梅名水十選 

昭和60年７月、環境庁は「日本名水百選」を発表しました。当時は、日本全体が高度経済成

長期まっただ中にあり、生活が便利になってきたとは言うものの、見えない形で環境破壊が進

んでいました。そこで環境庁は、最も身近にあって、私たちの生活に欠かすことが出来ない「水」

を見直すことによって、自然環境のこれ以上の破壊を喰い止め、回復を図ることを目的として、

北海道から沖縄までの清流地や湧水、あるいは名瀑の内から百ヶ所を「名水百選」として選定

しました。都内では市内沢井の楓橋から神路橋までの御岳渓谷と、国分寺市のお鷹の道・真姿

の池湧水群の２ヶ所が指定されています。 

 ところで、市内には、御岳渓谷のほかにも、清流や地元住民に親しまれている水辺が各地に

あります。そのうちから、次の10ヶ所を「青梅名水十選」として紹介します。 

◎ 御岳沢の渓流 

御岳山のロックガーデンを流れている御岳沢は、春から夏にかけては緑におおわれ、冬には

赤や黄色の落葉が散っています。上流には綾広の滝、下流には七代ノ滝が掛かっており、また

途中には大小の奇岩があり、美しい峡谷になっています。 

◎ 清浄ノ滝 

二俣尾５丁目の、高源寺の前で平溝川に合流する寺ノ前入の上流にあります。高さ約２ｍの

小さな滝ですが、地元では「チョット一杯」の水飲場として親しまれ、また高水山常福院への

参詣者からは身を清める滝として利用されています。 

◎ 平溝川中流… 

旧青梅街道に架かる奥沢橋から上流の峰出之橋までの間には、所々に小さな滝があり、岩面

には水ゴケや水草もつき、清流と呼ぶにふさわしいところです。高水三山への登山客はこの風

景で、やっと日頃の生活から開放された気分になるようです。 

◎ 成木川上流 

成木７丁目の入平から上流は、奇岩・名岩が河床に点在し、渓谷は美しく、また家屋も少な

いため水も綺麗なところです。大聖院跡の河原には、かつて雨乞いが行われていた高さ約５ｍ

の一ノ滝もあり、名水にふさわしいところです。 



◎ 黒沢川中流 

支流の小布市川が合流する大所橋付近から上流の岩蔵大橋付近までの約 500ｍの間には、両

岸の岸壁がそそり立ち、流れは穏やかで河面に映る樹枝が美しいところです。特に、途中にあ

る旅館からの風景は、格段の眺めです。 

◎ 地蔵院ノ滝 

畑中１丁目にある地蔵院の山門の前には、市内では珍しい横井戸があり、湧出する地下水は

竹製のトイを伝わって下の池に落とされています。観梅の頃には、梅の花の間から一本の白糸

のように水が流れ落ち、山水画を鑑賞しているようです。 

◎ 男井戸女井戸 

大柳公園のすぐ上を東西にのびている道は、江戸時代以前からの旧道で、道の脇には２つの

井戸が並んでいます。井戸水は旅人のノドをうるおし、また約40㎡の敷地は住民にとっては洗

い物をするところで、また世間話に花を咲かせるところでもありました。 

◎ 慶長の井戸 

新町の旧吉野家の庭にあるこの井戸は、吉野織部之助が新町村を開くにあたって慶長 18

（1613）年 11 月に掘られた井戸です。井戸の深さは地面から約 23ｍで、水が枯れることはあ

りません。この井戸は新町の開発の基礎になったばかりでなく、武蔵野台地の開発の先駆けと

しての役割をも果たしました。 

◎ 天寧寺の霞ヶ池 

根ヶ布の天寧寺は、中世の頃西多摩を支配した三田氏の寺で、七堂伽藍の配置がよく整って

いることから、都の史跡に指定されています。本堂の裏にある霞ヶ池は、地形と調和的で、四

季を通じてそれぞれ異なった風景を鑑賞することができる美しい池です。 

◎ 霞川下流

今井の霞川に架かる別当橋のすぐ上流には、たくさんの鯉が放流されており、市民に親しま

れています。かつての霞川には下水が流されていましたが、近年は水質も良くなり、鯉が棲む

ようになってきました。エサをやることを楽しみにしている人も多いため、人影が近づくとす

ぐに集まってくるほどで、ハイカーも足を止めてしばらく楽しんでいます。

 市内の名水の10ヶ所紹介しましたが、このほかにも名泉・名滝にふさわしい場所が各域にあ

ると思います。名水の場所は自然のままの状態のところもありますが、市民の水辺に親しみ、

水質や周辺の環境を保全しなければいけないところもあります。環境を破壊するのは簡単です

が、一度破壊すると回復には莫大な額の費用と時間を必要とします。場合によっては回復が不

可能なところもあります。私たちが健康で文化的な生活を営むにももう一度水辺環境を見直し、

じっくりと考える必要がありそうです。 

 （文責  角田清美） 


